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２学期が始まり、子どもたちの元気な笑顔が学校に戻ってきました。

夏休みの宿題を両手にぶら下げて登校する子どもたち。夏休みは、有意義に過ごせたで

しょうか。コロナ禍のために、いろんなところに行ったり、体験したりすることがなかな

かできなくなっていますが、身近なところにも今まで気付かなかった楽しさや面白さが隠

れていることもあります。徒歩や自転車で家の近辺や吉野町の探検をしてみると、意外な

ところに新たな発見があるかも知れません。子どもの創造力は無限ですので、テーマパー

クに行けなくても、この吉野の自然の中で、上手に遊ぶのではないかと思います。

この夏休みのビックイベントとしてオリンピック・パラリンピックの開催がありました。

ご家庭でもテレビで視聴されたことと思います。選手一人一人の真剣な眼差しや神がかり

的な動きに魅了されました。また、競い合う中での選手同士の友情にも感動しました。特

に女子スケートボードのパークで、大技に失敗し涙を流して落ち込む日本の岡本選手を、

他国の選手たちが抱え上げてたたえた姿は、とても心に残っています。まさにスーパープ

レイでした。テレビにはあまり映りませんが、このようにお互いをたたえ合う姿は、特に

競技後によく見られます。オリンピックの舞台に立つまでの険しい道のりを一番よく知っ

ているのは、他でもない、ともに競い合ったライバルたちだからでしょう。

この日のために長い期間、苦労して努力を積み重ねてきたことを考えると、選手たちの

笑顔や涙には感慨深いものがあります。結果に関係なく心から労いの拍手をしてあげたい

ものです。

もうすぐ運動会があります。子どもたちにも、結果だけで判断するのではなく、それま

でに頑張ってきた自分や友だちに目を向けて、お互いを褒め称える関係を築いてもらいた

いと思います。

さて、夏休みの後半からインド型のコロナ変異株が猛威を振るい、全国的に感染者が急

増しています。奈良県においても同様に、毎日２００人前後の人が感染しています。以前

と大きく違うのは、感染者の年齢層がかなり下がり、若者の感染が多く、子どもたちもた

くさん感染しています。変異株はインドの他にも数種類出ているようですので、コロナ感

染症が終息するのは、まだまだ先になりそうです。

そのような状況であるため、町の取り組みとして、始業式前日に子どもたちや職員に抗

原検査を行い、感染の拡大防止と感染への不安の解消として、行わせていただきました。

保護者の皆様には、お忙しい中、検査キットを学校まで受け取りに来ていただき、ありが

とうございました。ご協力に感謝を申し上げます。

２学期も子どもたちが安全で安心して活動ができるよう、ご協力をよろしくお願いいた

します。

【運動会について】

コロナ感染が広がっているため、県内では実施を見合わせたり、無観客で行ったりすると

ころがあり、保護者の皆様も気になっていることと思います。本校（吉野町）では、昨年度

と同等の開催（給食なしの午前中開催、人数制限など）を考えていますが、感染状況によっ

ては、変更の可能性もあります。

本来であれば運動会のご案内を配布している時期ですが、もう少し感染の様子をみて、そ

れに応じた実施に向けての対策を考えたいと思いますので、もうしばらくお待ちください。

【草刈りボランティアの募集】

９月１４日（火）１６：００頃より学校内の草刈りを行います。１学期にもボランティア

の方にご協力をいただき、子どもたちが活動しやすい環境にしていただきました。近日中に

ご協力のメールを配信しますので、よろしくお願いします。

【新しいお友達です】

２年生に「ながやま りあ」さんがボリビアから転入してきました。りあさんは、まだ日

本語がわかりませんが、さすがは、子どもたち！言葉が通じなくても心は通じ合えるようで、

身振り手振りで仲良く遊んでいます。りあさんは、この数週間で話す日本語も増えてきまし

た。うらやましいほどの記憶力です。

子どもたちの
活動の様子は、
こちらでご覧く
ださい。カラー
写真です。

【吉野小ＨＰ】

工作、絵画、習字、自由研究など、夏休み中に子どもたちが取り組ん

だ作品の展示会をしました。以前は、保護者の方にも鑑賞していただい

ていましたが、コロナ禍のために残念ながら今年も中止になりました。

いつも思うのですが、子どもたちの作品は、すごく味があり素晴らし

いです。体裁や常識にとらわれず、思ったまま、感じたままに表現する

ので心に響くのだと思います。

一番印象に残ったのが、自由研究です。取り組み方も素晴らしく、感

心したことは、研究として選んだテーマです。身近なテーマを選び、自

分の視点で、調べたり実験したりしていることが読み手をグッと引きつ

けています。

学校ホームページで、展示された全作品を今週中にアップしますので

ご覧ください。


